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2019年2月22日　韓国・ハンリム大学訪問の記念写真

　韓国・ハンリム大学日本学科
を2019年２月22日、26人の町
民有志が訪問しました。1996年
2月5日に第１回ホームステイ事
業で23人の大学生が来町してか
ら23年後。その間も、南部町国
際交流協会は、大学との相互理
解を大切にして、民間交流を続
けてきました。
　創立30周年を迎えた今後も、
大学との相互交流を南部町国際
交流協会は続けます。

南部町国際交流協会へのお問い合わせは、南部町役場企画政策課内
国際交流協会事務局までお願いします。　電話６６－３１１３ 41

南部町国際交流協会年表

　
年
に
１
回
全
戸
配
布
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
南
部
町
国
際
交
流
協
会

の
広
報
誌｢

善
隣
友
好｣

。
今
年
度

は
、
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
南
部
町

国
際
交
流
協
会
の
記
念
号
と
し
て
編

集
し
ま
し
た
。

　
中
国
、
米
国
、
韓
国
と
の
国
際
交

流
を
し
て
き
た
当
時
の
懐
か
し
い
写

真
や
記
録
を
捲
っ
て
い
た
ら
、
懐
か

し
い
人
々
と
の
思
い
出
が
つ
い
こ
の

間
の
よ
う
に
浮
ん
で
き
て
、
懐
か
し

さ
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
は
人
と
人
心
と
心
の
ふ

れ
あ
い
で
す
。
30
周
年
の
思
い
出
を

語
ら
れ
た
茶
話
会
の
記
事
や
、
懐
か

し
い
人
と
の
再
会
、
韓
国
ハ
ン
リ
ム

大
学
か
ら
の
投
稿
を
拝
読
し
て
そ
の

喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
南
部
町
国
際
交
流
協
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
民
間
交
流
を
基
本
に
小
さ
な

草
の
根
交
流
を
続
け
ま
す
。

　
　
南
部
町
国
際
交
流
協
会

　
　
　  

事
務
局
長  

野
口

　隆
資

南
部
町
国
際
交
流
協
会
役
員

役
　職
　
　
氏
　名

会

　長

　
　塚
田

　勝
美

副
会
長

　
　早
田

　秀
子

副
会
長

　
　岡
田

　久
男

事
務
局
長

　野
口

　隆
資

会

　計

　
　入
口

　幸
子

理

　事

　
　山
本

　令
子

理

　事

　
　板
井

　
　隆

理

　事

　
　田
淵

　千
里

理

　事

　
　西
野

　由
里

理

　事

　
　大
下

　真
史

理

　事

　
　生
田

　智
子

監

　事

　
　遠
藤

　忠
明

監

　事

　
　青
砥

　日
出
夫

顧

　問

　
　生
田

　俊
作

編
集
後
記

※善隣友好…「隣の国など身近なところと仲よくし友情を深める」

2019年２月　町民有志ハンリム大学訪問 2019年７月　ハンリム大学学生歓迎会

南部町国際交流協会創立30周年記念号

2019年2月22日　ハンリム大学を訪問しました。
1996年2月5日
第1回ホームステイ事業で23人の大学生が来町しました。

南部町国際交流協会30周年によせて
　当協会は1994年(平成６)に創立され、今年で30周年を迎えることが出来ました。今日までご協力いただい
た会員の皆様や関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。
　昨年末には、記念行事としてこれまで、ホストファミリーとしてご協力いただいた皆様に呼びかけ、茶話会
を開催し貴重なご意見をいただきながら、和やかなうちにも有意義な会を開催する事が出来ました。
　当協会の主な事業は、韓国ハンリム大学とのホームステイ事業や、大学訪問、国内研修等で、ホームステイ
事業は、コロナ禍により中止を余儀なくされる、2019年７月までに218名の学生が町内のご家庭で、一週間
程度滞在し交流を行なってきました。大学側も継続を希望されている事から、再開を目指し協議を行っていま
す。町内には現在約100名の外国人が居住されていて、国際化が進行しています。今後共、当協会が行います
事業へのご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　南部町国際交流協会会長　塚田　勝美　　

南部町国際交流協会発足30周年、誠におめでとうございます
　随分と昔のことになってしまいましたが、私もホストファミリーとしての学生の受入れ、韓国ハンリム大学
への訪問など、協会の活動に携わらせていただきました。異なる文化や価値観を理解し、互いを尊重すること
の大切さを学ばせていただいたところですが、30年という長い歴史の中で、多くの会員に関わっていただく
ことで、国際交流への理解が南部町全体に浸透していることを大変うれしく思います。
　さて、南部町には現在人口の１％に当たる約100名の外国籍の方が住んでいらっしゃいます。急速に進む人
口減少社会。南部町でも労働人口の減少から外国籍の方はさら増えていくことが予想されます。南部町国際交
流協会のこれまでの草の根交流活動を礎に、さらに進化させられることを期待いたします。その上で皆様のお
力添えもいただきながら、南部町にお住いの外国籍の方が一町民として活躍できる、多文化共生社会の実現に
向けて一層力を注いでまいる所存です。
　最後になりますが、南部町国際交流協会が次の10年に向けて、さらに発展していかれますことを祈念しま
して、お祝いの言葉とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　南部町町長　陶山　清孝　　

年 事業名 年 事業名
国際交流協会発足
第1回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国訪問調査
第1回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第1回青少年韓国訪問団
第1回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第1回外国語スピーチｺﾝﾃｽﾄ
第3回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回青少年韓国訪問団
第2回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第2回外国語スピーチｺﾝﾃｽﾄ
第4次日中友好訪問団（行先：重慶・武漢）
第3回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第4回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第3回青少年韓国訪問団
第3回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第3回外国語スピーチ大会
第5回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第4回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第4回外国語スピーチ大会
第4回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第6回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第5回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第5回外国語スピーチ大会＆春節を祝う会
第7回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第5次日中友好訪問団（行先：大連・瀋陽）
第6回外国語ｽﾋﾟｰﾁ発表会＆異文化交流会
第5回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第8回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第6回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第7回外国語スピーチ大会＆異文化交流会
第9回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲはSARSにより中止
第8回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会

第6回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第10回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第9回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会
第11回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第7回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第12回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第10回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会
第13回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第11回外国語スピーチ発表会＆多文化交流会
南部町民の翼（訪韓）
第14回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第15回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
南部町国際交流協会発足15周年記念旅行
第16回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第17回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
交流の翼（訪韓）
第18回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第19回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第20回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国・ハンリム大学交流20周年記念旅行
第21回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第22回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第23回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第24回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国・ハンリム大学訪問ツアー26名（ホストファミリー・学生の再会、大学との意見交換会）
第25回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
新型コロナウイルスにより翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ事業を休止（～2023年）

翰林大学との俳句・川柳交流を開始
シン・ナリさん、今田智子さんによる講演会を開催
翰林大学との俳句・川柳交流
中岡みずえさんによる講演会を開催
翰林大学との俳句・川柳交流
翰林大学と日程が合わず、ﾎｰﾑｽﾃｲ事業を中止
南部町国際交流協会発足30周年茶話会を開催

1994

1996

1997

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2004

2005

2006

2007

2008

2009
2010

2011
2012

2013
2014
2015
2016
2016
2017
2018
2019

2020
2021
2022
2023

2024

陶山町長　　　　塚田会長
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ハンリム大学日本学科ＯＢ
 キム・ジンホさん
2019年2月23日撮影
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茶話会に参加された皆さんビデオ鑑賞

30周年記念の会を開催して
　昨年12月に「30周年記念の会」を開催しました。会員の皆さん、ホームステイをされた皆さん、役員の23
人が参加しました。第1回ハンリム大学生ホームステイのビデオを見ながら、手作りケーキとお茶で30年をふ
り返りました。話題はホームステイのことでした。
　日本学科でない学生を泊めたら日本語が話せず、英語や身振り手振りでコミュニケーションをとった。朝食
にパンを出すとそんな習慣はないと手をつけなかったが、お好み焼きやたこ焼きを作って出したら喜ばれた。
特別なごちそうをしなくても、日本の習慣を学びに来ているので普段の食事でいいとの声もありました。
　ホストファミリーの皆さんの中には、学生を何人も泊めておられ、今でも連絡を取り合ったり、訪ねてきた
りで交流を続けておられる方も多くあります。学生たちも第２のふるさととして家族のように思い、この交流
を大事にしていることを、皆さんが学生を家族の一員として、温かく受け入れ楽しそうに話された思い出から
感じました。このホームステイ事業は南部町国際交流協会の大きな柱です。今後も末永く続いていくことを
願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　早田　秀子　　

人と人心と心のふれあい
　南部町国際交流協会は1994年に発足し30周年を迎えました。これまでに中国、米国、韓国と、人と人との
ふれあいを目的にした民間交流を数多く続けてきました。　
　発足前の1984年から2001年までは5回の訪中団を募集し、毎回50人以上の町民有志が中国各地で交流し
ました。1994年には米国オハイオ州立大学と交流を始め、2006年まで隔年で計7回、合計68人の大学生が
町内48軒の民家でホームステイをしました。1996年からは、韓国・春川市にあるハンリム大学日本学科と交
流を始めて現在に至っています。コロナ禍で中断するまでに、218人が来町し105軒の民家でホームステイし
ています。
　国際交流を続けるには無理なく相互交流できることが大切で、中国、米国は遠距離と旅行代金に無理があり
断念しましたが、韓国は近い隣国で無理無く相互交流ができると判断しました。国際交流は人と人心と心のふ
れあいです。これからも草の根交流を続けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　野口　隆資　　

鳥取砂丘へ大学生と会員の研修旅行会員対象国内研修旅行 外国語スピーチコンテスト

韓国研修旅行　ソウル市内 お茶の作法学ぶ 地域の人とGG交流 大学生歓迎会

韓国研修旅行　春川の湖畔

1996年２月　第１回ホームステイ参加者　
翰林大学日本学科卒業生　95学番(当時１年生)　金 鎮 鎬

　あっという間に29年が過ぎました。当時大雪に覆われていた西伯町の風景をはじめ、米子市内、境港、松
江城、出雲大社等、山陰の絶景が未だ記憶に新しいです。今も野口家とは連絡を取っていますが、1996年よ
り今までホストファミリーとつながっているのは、縁をつなげていこうとする「お父さん」野口さんの強い
意志のお陰だと思います。
　プログラムの一つで、法勝寺中学校を訪問した際、生徒の皆さんに歌っていただいた合唱曲「さくら」が
とても聴き心地よかったです。翰林大学の学生代表が何も準備できなかった我々ですが、御礼として「私た
ちの心をあげます」と言ってもらい、その場がとても暖かい温情で溢れていたことを覚えています。
　鳥取県南部町と翰林大学日本学科の関係が30年も続いたのは、あの時から今までお互いを思う心があった
結果だと思います。その心をずっと分かち合い、南部町と日本学科の交流が末永く続くことを祈ります。

キム・ジン ホ

イ教授　　　　ナム教授

ローリーさん　　入口さん
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2019年2月22日　韓国・ハンリム大学訪問の記念写真

　韓国・ハンリム大学日本学科
を2019年２月22日、26人の町
民有志が訪問しました。1996年
2月5日に第１回ホームステイ事
業で23人の大学生が来町してか
ら23年後。その間も、南部町国
際交流協会は、大学との相互理
解を大切にして、民間交流を続
けてきました。
　創立30周年を迎えた今後も、
大学との相互交流を南部町国際
交流協会は続けます。

南部町国際交流協会へのお問い合わせは、南部町役場企画政策課内
国際交流協会事務局までお願いします。　電話６６－３１１３ 41
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※善隣友好…「隣の国など身近なところと仲よくし友情を深める」

2019年２月　町民有志ハンリム大学訪問 2019年７月　ハンリム大学学生歓迎会

南部町国際交流協会創立30周年記念号

2019年2月22日　ハンリム大学を訪問しました。
1996年2月5日
第1回ホームステイ事業で23人の大学生が来町しました。

南部町国際交流協会30周年によせて
　当協会は1994年(平成６)に創立され、今年で30周年を迎えることが出来ました。今日までご協力いただい
た会員の皆様や関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。
　昨年末には、記念行事としてこれまで、ホストファミリーとしてご協力いただいた皆様に呼びかけ、茶話会
を開催し貴重なご意見をいただきながら、和やかなうちにも有意義な会を開催する事が出来ました。
　当協会の主な事業は、韓国ハンリム大学とのホームステイ事業や、大学訪問、国内研修等で、ホームステイ
事業は、コロナ禍により中止を余儀なくされる、2019年７月までに218名の学生が町内のご家庭で、一週間
程度滞在し交流を行なってきました。大学側も継続を希望されている事から、再開を目指し協議を行っていま
す。町内には現在約100名の外国人が居住されていて、国際化が進行しています。今後共、当協会が行います
事業へのご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　南部町国際交流協会会長　塚田　勝美　　

南部町国際交流協会発足30周年、誠におめでとうございます
　随分と昔のことになってしまいましたが、私もホストファミリーとしての学生の受入れ、韓国ハンリム大学
への訪問など、協会の活動に携わらせていただきました。異なる文化や価値観を理解し、互いを尊重すること
の大切さを学ばせていただいたところですが、30年という長い歴史の中で、多くの会員に関わっていただく
ことで、国際交流への理解が南部町全体に浸透していることを大変うれしく思います。
　さて、南部町には現在人口の１％に当たる約100名の外国籍の方が住んでいらっしゃいます。急速に進む人
口減少社会。南部町でも労働人口の減少から外国籍の方はさら増えていくことが予想されます。南部町国際交
流協会のこれまでの草の根交流活動を礎に、さらに進化させられることを期待いたします。その上で皆様のお
力添えもいただきながら、南部町にお住いの外国籍の方が一町民として活躍できる、多文化共生社会の実現に
向けて一層力を注いでまいる所存です。
　最後になりますが、南部町国際交流協会が次の10年に向けて、さらに発展していかれますことを祈念しま
して、お祝いの言葉とさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　南部町町長　陶山　清孝　　

年 事業名 年 事業名
国際交流協会発足
第1回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国訪問調査
第1回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第1回青少年韓国訪問団
第1回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第1回外国語スピーチｺﾝﾃｽﾄ
第3回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第2回青少年韓国訪問団
第2回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第2回外国語スピーチｺﾝﾃｽﾄ
第4次日中友好訪問団（行先：重慶・武漢）
第3回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第4回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第3回青少年韓国訪問団
第3回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第3回外国語スピーチ大会
第5回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第4回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第4回外国語スピーチ大会
第4回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第6回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第5回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第5回外国語スピーチ大会＆春節を祝う会
第7回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第5次日中友好訪問団（行先：大連・瀋陽）
第6回外国語ｽﾋﾟｰﾁ発表会＆異文化交流会
第5回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第8回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第6回西伯郡少年ｻｯｶｰ韓国訪問
第7回外国語スピーチ大会＆異文化交流会
第9回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲはSARSにより中止
第8回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会

第6回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第10回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第9回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会
第11回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第7回ｵﾊｲｵ州立大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第12回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第10回外国語スピーチ発表会＆異文化交流会
第13回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第11回外国語スピーチ発表会＆多文化交流会
南部町民の翼（訪韓）
第14回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第15回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
南部町国際交流協会発足15周年記念旅行
第16回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第17回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
交流の翼（訪韓）
第18回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第19回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第20回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国・ハンリム大学交流20周年記念旅行
第21回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第22回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第23回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
第24回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
韓国・ハンリム大学訪問ツアー26名（ホストファミリー・学生の再会、大学との意見交換会）
第25回翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ
新型コロナウイルスにより翰林大学ﾎｰﾑｽﾃｲ事業を休止（～2023年）

翰林大学との俳句・川柳交流を開始
シン・ナリさん、今田智子さんによる講演会を開催
翰林大学との俳句・川柳交流
中岡みずえさんによる講演会を開催
翰林大学との俳句・川柳交流
翰林大学と日程が合わず、ﾎｰﾑｽﾃｲ事業を中止
南部町国際交流協会発足30周年茶話会を開催
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陶山町長　　　　塚田会長


